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● 主 な 内 容 会 期 日 程

きたもと議会だより

こんにちは

議会です！

８月30日(月)本会議（開会）
８月31日(火)議案調査日
９月１日(水)議案調査日
９月２日(木)議案調査日
９月６日(月)本会議（総括質疑）
９月７日(火)本会議（委員会付託）
９月８日(水)委員会（総務文教・建設経済）
９月９日(木)委員会（保健福祉）
９月10日(金)委員会（総務文教・建設経済）
９月13日(月)委員会（総務文教・保健福祉）
９月15日(水)本会議（一般質問）
９月16日(木)本会議（一般質問）
９月17日(金)本会議（一般質問）
９月21日(火)本会議（一般質問）
　　　　　　委員会（総務文教）
９月24日(金)本会議（閉会）

９ 月 定 例 会････②

一 般 質 問････③～⑥

委 員 長 報 告････⑦

提出案件の結果等････⑧

北本の行事シリーズ⑤北本まつり
毎年１１月の第１土曜日に西中央

通りで「宵まつり」、その翌日

に北本中学校で「産業まつり」

が開催されます。

※この写真は、昨年の北本まつりの様子です。



きたもと議会だより (２)

９月定例会９月定例会

　
８
月
30
日
か
ら
９
月
24
日
ま
で
の
26
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
定
例
会
で
は
、
市

長
提
出
議
案
30
件
、
議
員
提
出
議
案
２
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
、
請
願
１
件
を

慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
北
本
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
お
い
て
は
、
平
成
23
年
度
分
の
個
人
の
市

民
税
に
つ
い
て
一
律
10
％
の
減
税
を
行
う
も
の
で
す
が
、
記
名
投
票
の
結
果
（
下
記

参
照
）
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
議
案
の
審
議
結
果
は
、
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
度

　
　
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

　
　
特
別
会
計

平
成
22
年
度

　
　
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

　
　
特
別
会
計

　
今
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
市
長

提
出
議
案
の
う
ち
、
質
疑
が
な
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な

も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

議
案
第
55
号
　
平
成
21
年
度
北
本

市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

吉
住
武
雄
（
緑
風
政
策
）

島
野
和
夫
（
公

明

党
）

湯
澤
清
訓
（
共

産

党
）

福
島
忠
夫
（
平

成

会
）

※
通
告
順
に
掲
載

Ｑ
、
８
億
２
，
８
０
０
万
円
の
決

算
剰
余
金
が
生
じ
た
要
因
に
つ
い

て

Ａ
、
事
業
費
に
係
る
繰
越
額
の
影

響
で
、
歳
入
歳
出
と
も
に
予
算
現

額
と
比
較
す
る
と
不
用
額
が
大
き

く
な
り
ま
す
が
、
歳
入
に
つ
い
て

は
、
予
算
現
額
に
対
し
て
、
税
収

や
交
付
金
な
ど
の
落
ち
込
み
が
少

な
く
、
結
果
と
し
て
収
入
増
と
な

り
ま
し
た
。
一
方
、
歳
出
に
つ
い

て
は
、
総
務
費
、
民
生
費
、
衛
生

費
に
お
い
て
、
比
較
的
大
き
な
不

用
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

影
響
に
よ
っ
て
、
平
成
22
年
度
の

決
算
剰
余
金
８
億
２
，
８
０
０
万

円
が
生
じ
ま
し
た
。

　
決
算
剰
余
金
が
生
じ
た
主
な
要

因
と
し
て
は
、
行
政
改
革
に
よ
る

も
の
の
ほ
か
、
一
般
競
争
入
札
の

導
入
な
ど
の
制
度
改
正
を
行
い
、

経
費
の
節
減
に
努
め
た
こ
と
が
成

果
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
は
、
事
務
事
業
の

見
直
し
を
は
じ
め
、
財
政
の
健
全

化
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
推

進
、
人
材
育
成
と
職
員
の
意
識
改

革
の
推
進
、
職
員
の
定
員
管
理
及

び
報
酬
、
給
与
等
の
見
直
し
、
組

織
機
構
の
見
直
し
、
情
報
化
の
推

進
、
そ
し
て
公
共
施
設
の
設
置
及

び
効
率
的
管
理
運
営
の
推
進
等
、

８
つ
の
視
点
か
ら
37
項
目
の
行
政

改
革
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
は

２
億
３
９
２
万
９
，
０
０
０
円
で

し
た
。

　
今
後
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
向
け
て
行
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
議
案
第
63
号
」
北
本
市
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

「
賛
成
者
」
10
名

串

田

英

夫
、
桂

　

祐

司
、

島

野

和

夫
、
岸

　

昭

二
、

福

島

忠

夫
、
黒

澤

健

一
、

阪
井
栄
見
子
、
横

山

　

功
、

伊

藤

堅

治
、
大

澤

芳

秋

「
反
対
者
」
８
名

中

村

洋

子
、
湯

澤

清

訓
、

現
王
園
孝
昭
、
工
藤
日
出
夫
、

金
子
眞
理
子
、
吉

住

武

雄
、

三

宮

幸

雄
、
高

橋

節

子

「
議
案
第
74
号
」
平
成
22
年
度
北

本
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
に
対
す
る
修
正
案

「
賛
成
者
」
９
名

中

村

洋

子
、
湯

澤

清

訓
、

現
王
園
孝
昭
、
工
藤
日
出
夫
、

金
子
眞
理
子
、
吉

住

武

雄
、

三

宮

幸

雄
、
高

橋

節

子
、

大

澤

芳

秋

「
反
対
者
」
９
名

串

田

英

夫
、
桂

　

祐

司
、

島

野

和

夫
、
岸

　

昭

二
、

福

島

忠

夫
、
黒

澤

健

一
、

阪
井
栄
見
子
、
横

山

　

功
、

伊

藤

堅

治

※
本
修
正
案
は
議
長
裁
決
に
よ
っ
て
否

決
と
な
り
、
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

【 

紹
　
介 

】

　
今
定
例
会
に
お
い
て
同
意
さ
れ

ま
し
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

○
人
権
擁
護
委
員

　
住
所
　
荒
井
１
丁
目
２
１
１
番
地

　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
　
い
　
　
　
い
さ
む

　
氏
名
　
新
井
　
勇
氏

　
住
所
　
本
宿
６
丁
目
２
０
３
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　お
　
が
わ
　
　
　
し
ず
　
え

　
氏
名
　
小
川
　
静
枝
氏

○
教
育
委
員
会
委
員

　
住
所
　
東
間
８
丁
目
１
７
９
番
地

　
　
　
　
　
　
　
お
お
　
ぼ
　

き
　
　
　

み
ち
　
こ

　
氏
名
　
大
保
木
　
道
子
氏

　
住
所
　
石
戸
５
丁
目
２
６
３
番
地
１

　
　
　
　
　
　
　
お
か
　む
ら
　
　
　
か
ず
　
や

　
氏
名
　
岡
村
　
和
也
氏

　
長
年
、
市
議
会
議
員
と
し
て
、

市
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
全
国
市
議
会
議
長
会
・

埼
玉
県
市
議
会
議
長
会
か
ら
次
の

議
員
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

 

桂

　

祐

司
議
員
（
15
年
）

 

黒

澤

健

一
議
員
（
15
年
）

 

阪
井
栄
見
子
議
員
（
15
年
）

記
名
投
票
の
結
果

総
括
質
疑
通
告
者

議

員

表

彰



※
質
問
通
告
順
に
掲
載

吉
住
武
雄
（
緑
風
政
策
）

・
学
校
耐
震
補
強
が
近
隣
市
よ
り

　
遅
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か

・
新
駅
に
対
す
る
、
今
後
の
ス
ケ

　
ジ
ュ
ー
ル
は

・
平
成
22
年
度
地
方
交
付
税
が
確

　
定
し
た
が
事
業
へ
の
反
映
は

他
２
件

大
澤
芳
秋
（
緑
風
政
策
）

・
市
民
税
減
税

・
市
道
に
お
け
る
自
転
車
の
歩
道

　
走
行
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

　
規
制
し
て
い
る
の
か

・
市
内
の
由
緒
あ
る
坂
に
名
称
を

　
つ
け
て
は
ど
う
か

他
１
件

桂
　
祐
司
（
み
ん
な
の
会
）

・
子
ど
も
図
書
館
実
現
に
向
け
て

　
の
取
組
み

・
新
駅
事
業
実
現
に
向
け
て
の
取

　
組
み

・
市
民
と
進
め
る
新
庁
舎
建
設

他
１
件

伊
藤
堅
治
（
平
成
会
）

・
高
齢
者
福
祉
の
対
策

・
観
光
行
政
の
推
進

・
本
市
の
産
業
振
興

他
２
件

市政に対する一般質問市政に対する一般質問
　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の

状況や将来に対する方針などをただすもので、定

例会に限って行われます。

　質問を希望する議員は、あらかじめ質問事項を

通告し、執行部の答弁を求めます。

　今定例会では、18人の議員から81件132項目に

ついて質問がありました。

　その中から主なものの答弁を掲載しました。

９
月

定

例

会

９
月

定

例

会

９
月

定

例

会

９
月

定

例

会

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

問
１
　
市
民
税
減
税
に
至
っ
た

経
緯
に
つ
い
て

答
１
　
こ
れ
ま
で
市
民
の
理
解

と
協
力
を
い
た
だ
き
進
め
て
き

た
行
政
改
革
な
ど
の
成
果
と
し

て
、
平
成
21
年
度
の
決
算
剰
余

金
は
約
８
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
一
部
を
減
税
基
金
に
積

み
立
て
、
平
成
23
年
度
分
の
個

人
市
民
税
に
つ
い
て
一
律
10
％

の
減
税
を
行
う
も
の
で
す
。

問
２
　
国
・
県
の
行
政
指
導
に

つ
い
て

答
２
　
市
民
税
を
減
税
し
た
場

合
に
、
地
方
財
政
な
ど
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
県
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
減
税
は
法

的
に
は
可
能
で
あ
る
が
、
減
税

し
た
場
合
に
標
準
税
率
を
下
回

る
税
率
と
な
る
こ
と
か
ら
地
方

債
が
許
可
制
と
な
り
、
来
年
度

の
起
債
に
影
響
が
出
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
、
特
別
交
付
税
が

財
政
状
況
等
を
勘
案
し
て
決
め

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

交
付
額
に
影
響
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
行
政
改
革
の
努
力

で
あ
る
こ
と
の
説
明
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
地
方
税
制
度
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。

問
　
地
元
業
者
の
入
札
機
会
確

保
に
つ
い
て
の
配
慮
は

答
　
随
意
契
約
や
指
名
競
争
入

札
で
は
、
基
本
的
に
地
元
業
者

を
中
心
と
し
た
工
事
発
注
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
一
般
競
争
入
札
で
は
地

域
条
件
を
市
内
ま
た
は
近
隣
地

域
に
限
定
し
た
り
、
経
営
事
項

審
査
に
よ
る
評
価
を
地
元
業
者

の
経
営
規
模
を
勘
案
し
て
設
定

す
る
な
ど
、
積
極
的
に
地
元
業

者
の
活
用
を
図
っ
て
お
り
、
平

成
21
年
度
の
土
木
、
建
築
工
事

等
の
入
札
状
況
で
は
、
発
注
件

数
の
約
75
％
が
地
元
業
者
の
受

注
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
事
業
内
容

や
規
模
に
よ
っ
て
は
建
築
業
法

等
で
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
地
元
業
者
の
中
に
は
こ
れ

ら
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
工
事
価
格
や
工
事
種

別
に
よ
っ
て
は
、
適
正
な
競
争

性
を
確
保
す
る
た
め
、
近
隣
自

治
体
の
業
者
を
含
め
る
な
ど
の

対
応
を
図
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
地

元
業
者
の
受
注
機
会
を
増
や
す

た
め
に
も
、
地
元
業
者
の
育
成

と
技
術
力
の
向
上
に
向
け
た
支

援
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
税
減
税

入

札

制

度

(３) きたもと議会だより



中
村
洋
子
（
共
産
党
）

・
保
育
所
と
学
童
保
育
室
の
保
育

　
時
間
の
差

・
市
民
税
の
減
税
の
意
味
す
る
も

　
の
は
何
か

・
ヘ
イ
ワ
ー
ル
ド
が
開
発
さ
れ
た

　
後
の
生
活
道
路
の
改
善

他
６
件

高
橋
節
子
（
緑
風
政
策
）

・
行
財
政
改
革

・
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
へ

・
訪
問
歯
科
診
療

他
２
件

工
藤
日
出
夫
（
緑
風
政
策
）

・
平
成
22
年
度
事
業
の
、
い
わ
ゆ

　
る
「
北
本
ら
し
い
駅
の
顔
プ
ロ
」

　
へ
の
委
託
事
業

・
あ
す
な
ろ
学
園
の
指
定
管
理
者

　
制
度
へ
の
移
行
後
の
状
況

・
学
校
選
択
制

他
１
件

現
王
園
孝
昭
（
緑
風
政
策
）

・
北
本
駅
西
口
駅
前
広
場
改
修
と

「
ま
ち
づ
く
り
」

・
平
成
21
年
度
決
算
と
今
後
の
財

　
政
状
況

・
北
本
市
発
注
工
事
に
お
け
る
入

　
札
制
度
の
改
善

他
１
件

串
田
英
夫
（
み
ん
な
の
会
）

・
「
埼
玉
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
、
ト
キ
」

　
と
い
う
夢
を
現
実
に
未
来
の
子

　
ど
も
た
ち
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

・
市
内
建
設
業
の
健
全
な
育
成

・
幼
児
の
虐
待

他
２
件

問
１
　
自
校
方
式
の
実
施
に
つ

い
て

答
１
　
中
学
生
は
思
春
期
に
あ

っ
て
発
育
発
達
が
著
し
く
、
給

食
室
で
地
元
産
の
野
菜
等
が
食

材
と
し
て
使
わ
れ
る
状
況
を
目

に
し
た
り
、
お
い
し
い
に
お
い

か
ら
調
理
の
様
子
を
実
感
で
き
、

料
理
の
温
か
さ
そ
の
ま
ま
食
べ

ら
れ
る
こ
と
は
、
豊
か
な
心
と

健
や
か
な
体
を
育
む
上
で
極
め

て
有
意
義
で
す
。
生
涯
に
わ
た

っ
て
豊
な
食
生
活
を
お
く
る
上

で
の
基
礎
固
め
の
時
期
と
と
ら

え
、
自
校
方
式
を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
単
独
の
給
食
施
設
を
併
設
す

る
こ
と
は
防
災
上
の
観
点
か
ら

も
非
常
に
意
義
あ
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
２
　
ア
ル
マ
イ
ト
食
器
の
入

れ
替
え
に
つ
い
て

答
２
　
議
会
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
生
徒
や
保
護
者
の
要
望
も

多
く
喫
緊
の
課
題
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
の
強
化

磁
器
食
器
に
慣
れ
た
子
ど
も
た

ち
が
中
学
校
に
入
学
し
て
戸
惑

い
を
感
じ
て
い
る
こ
と
も
事
実

で
す
。
自
校
方
式
に
移
行
し
た

場
合
に
は
、
き
れ
い
で
安
全
で

使
い
や
す
い
食
器
の
導
入
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
３
　
地
産
地
消
の
推
進
に
つ

い
て

答
３
　
自
校
方
式
に
な
る
と
各

学
校
で
食
材
発
注
を
行
う
た
め
、

北
本
産
野
菜
を
よ
り
多
く
購
入

し
や
す
く
な
り
、
果
物
を
季
節

に
合
わ
せ
て
提
供
し
た
り
北
本

産
ト
マ
ト
も
デ
ザ
ー
ト
感
覚
で

使
用
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

炊
飯
施
設
を
併
設
す
れ
ば
北
本

産
の
お
米
も
食
べ
ら
れ
農
業
振

興
、
産
業
振
興
に
も
寄
与
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

きたもと議会だより (４)

中
学
校
給
食

問
　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
の
現

状
と
課
題
は

答
　
テ
ス
ト
運
行
や
実
証
運
行

を
と
お
し
て
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス

は
、
大
変
好
評
で
す
。
特
に
、

自
宅
ま
で
デ
マ
ン
ド
バ
ス
が
迎

え
に
来
て
く
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
外
に
出
か
け
ら
れ
な

か
っ
た
方
な
ど
が
気
軽
に
外
出

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

ご
意
見
や
、
行
き
た
い
時
間
に

ほ
ぼ
正
確
に
目
的
地
に
着
け
る

な
ど
の
点
に
つ
い
て
大
変
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
利
用
者
が
増
え
た

こ
と
で
課
題
も
出
て
い
ま
す
。

テ
ス
ト
運
行
の
期
間
中
、
１
日

前
の
予
約
で
は
病
院
の
帰
り
の

時
間
が
わ
か
ら
ず
予
約
が
で
き

な
い
と
い
っ
た
声
に
対
応
す
る

た
め
、
当
日
１
時
間
前
ま
で
の

予
約
を
可
能
と
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
利
用
者
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
当
日
予
約
の
成
立
割
合

が
減
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
原
因
と
し
て
、
乗

り
合
い
率
が
低
く
、
１
台
に
１

組
か
ら
２
組
の
お
客
様
を
乗
せ

て
走
っ
て
い
る
時
間
が
多
い
こ

と
や
、
運
行
車
両
が
２
台
で
は

不
足
し
て
い
る
と
い
う
点
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
と
し
て
、

乗
り
合
い
率
の
低
さ
を
解
消
す

る
た
め
、
10
月
中
旬
よ
り
新
し

い
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
予
約

受
付
け
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
10
月
よ
り
タ

ク
シ
ー
車
両
を
１
台
増
車
し
て

実
証
運
行
が
行
え
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス



福
島
忠
夫
（
平
成
会
）

・
小
・
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

　
芝
生
に
し
た
場
合
の
効
果

・
ひ
と
り
暮
ら
し
で
も
安
心
で
き

　
る
安
全
網

・
あ
す
な
ろ
学
園
の
検
証

他
１
件

三
宮
幸
雄
（
緑
風
政
策
）

・
北
本
駅
西
口
駅
前
広
場
改
修
工

　
事

・
個
人
市
民
税
の
一
律
10
％
減
税

・
学
校
選
択
制

他
１
件

金
子
眞
理
子
（
緑
風
政
策
）

・
保
育
所
計
画

・
北
本
駅
西
口
駅
前
広
場
改
修
計

　
画

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行

他
１
件

横
山
　
功
（
平
成
会
）

・
新
駅
の
早
期
実
現
に
向
け
て

・
下
原
考
戸
の
ま
ち
づ
く
り

・
防
災
行
政
無
線
の
難
聴
地
域
解

　
消

他
３
件

岸
　
昭
二
（
公
明
党
）

・
西
口
駅
前
広
場
改
修

・
北
本
市
中
学
校
選
択
制

・
学
校
給
食
の
改
善

湯
澤
清
訓
（
共
産
党
）

・
中
学
校
給
食
の
自
校
方
式
の
す

　
す
め

・
あ
す
な
ろ
学
園

・
北
本
駅
西
口
駅
前
広
場
改
修
計

　
画
の
検
討
状
況

他
１
件

問
　
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｔ
講
習

室
の
活
用
は

答
　
現
代
社
会
は
、
あ
ら
ゆ
る

面
で
急
速
な
Ｉ
Ｔ
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
文
化

セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
12
年
度
に

Ｉ
Ｔ
講
習
室
を
整
備
し
、
県
内

の
自
治
体
と
し
て
は
事
例
の
少

な
い
パ
ソ
コ
ン
講
座
専
用
の
施

設
と
し
て
、
市
民
の
方
々
に
よ

っ
て
活
用
が
図
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
整
備
か
ら

10
年
目
を
迎
え
た
今
、
設
置
さ

れ
た
パ
ソ
コ
ン
は
か
な
り
の
旧

式
と
な
り
、
Ｏ
Ｓ
は
現
在
の

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７
か
ら
数
え
て

３
世
代
前
の
も
の
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
利
用
者
か
ら
は
、

動
作
環
境
が
不
十
分
と
の
ご
指

摘
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
講
座

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
活
用
が
制

限
さ
れ
る
な
ど
の
問
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
Ｉ
Ｔ
機
器
の
進

化
が
目
覚
し
い
昨
今
、
こ
れ
ら

の
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
は
、
早

期
に
更
新
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
新
機
器
の
導
入
に
際
し

て
は
、
リ
ー
ス
方
式
を
採
用
し
、

Ｉ
Ｔ
講
習
室
と
し
て
望
ま
し
い

環
境
を
継
続
的
に
維
持
で
き
る

よ
う
配
慮
し
ま
す
。
ま
た
、
導

入
後
は
新
た
に
講
座
の
企
画
や

講
師
を
募
り
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
魅
力
的
な
事
業
が
展
開
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ル
ー
ム

問
１
　
１
０
０
歳
以
上
の
所
在

不
明
の
高
齢
者
に
つ
い
て

答
１
　
９
月
１
日
現
在
、
住
民

登
録
を
し
て
い
る
１
０
０
歳
以

上
の
方
は
９
人
で
最
高
齢
者
は

１
０
５
歳
で
す
。
こ
の
方
々
の

所
在
は
福
祉
課
と
高
齢
介
護
課

合
同
で
調
査
を
行
い
、
所
在
を

確
認
し
て
い
ま
す
。

問
２
　
１
０
０
歳
以
下
の
方
々

の
所
在
確
認
に
つ
い
て

答
２
　
４
月
１
日
現
在
に
お
け

る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は
、

１
万
４
８
８
１
人
で
す
。
65
歳

以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
、

双
方
が
75
歳
以
上
の
２
人
暮
ら

し
の
人
、
そ
の
他
支
援
が
必
要

な
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

民
生
委
員
に
依
頼
し
訪
問
調
査

に
よ
る
見
守
り
や
支
援
の
必
要

性
等
に
つ
い
て
把
握
を
行
う
高

齢
者
支
援
票
の
作
成
を
お
こ
な

っ
て
お
り
、
所
在
確
認
が
で
き

て
い
ま
す
。

　
75
歳
以
上
の
方
は
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
受
診
履
歴
、
介

護
保
険
利
用
等
で
所
在
確
認
を

し
ま
し
た
が
、
77
人
の
方
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
の
で
民
生
委

員
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

所
在
確
認
を
し
て
い
き
ま
す
。

問
３
　
民
生
委
員
に
対
す
る
調

査
活
動
支
援
に
つ
い
て

答
３
　
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

は
個
人
情
報
保
護
条
例
や
法
律

と
の
関
係
が
あ
り
ま
す
が
、
法

令
遵
守
を
す
る
中
で
な
る
べ
く

提
供
し
少
し
で
も
活
動
し
や
す

い
よ
う
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

文化センターコンピュータルーム

は
？

(５) きたもと議会だより

所
在
不
明
の

高

齢

者



島
野
和
夫
（
公
明
党
）

・
北
本
市
小
規
模
工
事
等
契
約
希

　
望
者
登
録
制
度

・
圏
央
道
の
進
捗
状
況
と
新
駅

・
南
大
通
線
、
ヤ
オ
コ
ー
交
差
点

　
の
信
号
に
「
北
本
団
地
入
口
」

　
の
標
識
の
設
置

阪
井
栄
見
子
（
公
明
党
）

・
高
齢
者
所
在
不
明
問
題
か
ら
高

　
齢
者
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

・
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

・
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
に
基
づ

　
く
子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定

黒
澤
健
一
（
平
成
会
）

・
市
の
指
定
管
理
者
制
度
に
関
す

　
る
市
長
見
解
を
質
す

・
「
交
通
弱
者
」
の
政
策
に
対
す
る

　
市
長
見
解
、
ど
う
進
め
て
い
く

　
の
か

・
駅
西
口
広
場
の
改
修
に
つ
い
て
、

　
市
長
の
見
解
を
質
す

他
１
件

│
　
◇
　
│
　
◆
　
│

次
回
の
定
例
会
は
、

11
月

30
日(

火)

開
会
の
予
定
で
す
。

次
回
の
定
例
会
は
、

11
月

30
日(

火)

開
会
の
予
定
で
す
。

　
今
年
で
17
回
目
を
迎
え
る
北

本
ま
つ
り
で
す
が
、
そ
の
起
源

は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
昭
和

58
年
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り

と
し
て
、
駅
西
口
を
パ
レ
ー
ド

し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

そ
の
後
、
実
行
委
員
会
に
よ
り

「
北
本
ま
つ
り
」
を
開
催
す
る

方
式
が
定
着
し
、
北
本
市
に
お

け
る
最
大
の
祭
り
と
し
て
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
北
本
ま
つ
り
の
最
大
の

見
ど
こ
ろ
は
、
勇
壮
な
ね
ぶ
た

の
運
行
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
ね

ぶ
た
が
宵
ま
つ
り
に
登
場
し
て

く
る
の
は
、
平
成
７
年
の
ま
つ

り
か
ら
で
す
。
当
時
の
実
行
委

員
会
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
青
森

県
弘
前
市
の
錦
絵
師
に
よ
り
範

頼
ね
ぷ
た
２
基
が
制
作
さ
れ
披

露
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
そ

の
後
、
８
圏
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
委
員
会
も
扇
ね
ぷ
た
、
人
形

ね
ぶ
た
を
保
有
す
る
ま
で
と
な

り
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
弘
前

市
の
観
光
協
会
の
支
援
も
受
け

て
、
絵
師
の
派
遣
や
囃
子
の
御

指
導
も
頂
い
て
、
祭
り
が
年
々

充
実
し
て
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
の
ね
ぶ
た
を
中

心
と
し
た
北
本
ま
つ
り
が
回
を

重
ね
る
ご
と
に
、
ふ
る
さ
と
の

ま
つ
り
と
し
て
歴
史
を
作
り
上

げ
て
い
く
よ
う
、
市
民
の
皆
様

と
協
力
し
な
が
ら
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

きたもと議会だより (６)

北
本
ま
つ
り

宵

ま

つ

り

駅
西
口
広
場

　議会では、皆さんの生活に

密着した重要な問題を審議し

ています。

　身近な市政を知るためにも、

議会を傍聴してみませんか。

傍聴 のご案内傍聴 のご案内傍聴 のご案内

問
１
　
現
在
よ
り
使
い
勝
手
、

安
心
・
安
全
、
朝
晩
の
混
雑
解

消
が
間
違
い
な
く
改
善
さ
れ
る

の
か
、
そ
の
裏
付
け
に
つ
い
て

答
１
　
改
修
に
よ
り
、
安
全
性

が
向
上
し
、
車
の
流
れ
も
ス
ム

ー
ズ
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

広
場
内
の
段
差
は
、
平
ら
な
歩

道
と
な
り
ま
す
の
で
、
高
齢
者

や
車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど

の
利
用
者
が
安
心
し
て
利
用
で

き
ま
す
。
駅
舎
前
の
降
車
場
、

横
断
歩
道
の
廃
止
で
、
交
通
は

ス
ム
ー
ズ
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
２
　
改
修
工
事
に
残
さ
れ
て

い
る
課
題
に
つ
い
て

答
２
　
わ
か
り
や
す
い
標
示
や

誘
導
の
方
法
、
歩
き
や
す
く
管

理
が
し
や
す
い
歩
道
の
構
造
な

ど
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
３
　
夕
方
の
混
雑
・
渋
滞
の

緩
和
に
つ
い
て
我
慢
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
必

要
と
思
う
が

答
３
　
広
場
の
混
雑
と
道
路
の

長
さ
と
面
積
は
重
要
な
関
係
で
、

西
中
央
通
線
に
70
ｍ
ほ
ど
の
停

車
帯
を
警
察
と
協
議
を
し
て
設

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

問
４
　
さ
ら
に
使
い
や
す
い
北

本
駅
西
口
広
場
の
改
修
に
努
力

し
た
の
か

答
４
　
西
口
駅
前
広
場
の
改
修

は
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
快
適

に
利
用
で
き
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
交
通
広
場
、
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
の
空
間
と
し
て
の
多
目
的
広

場
、
北
本
市
の
象
徴
で
あ
る
緑

を
生
か
し
た
景
観
を
持
っ
た
駅

前
広
場
と
な
り
、
北
本
市
の
顔

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

宵まつりで練り歩く勇壮な扇ねぷた

駅
西
口
広
場



保健福祉保健福祉総務文教総務文教

建設経済建設経済

Ｑ．補正予算児童福祉費補助金320万円、

赤ちゃんの駅設置事業補助金について

Ａ．赤ちゃんの駅設置事業は、子育て中の

親子が気軽におむつがえやトイレ等を利用

できる赤ちゃんの駅を県内4,000か所の公

共施設等に設置する事業で、県がその10割

を負担し推進しています。市では、この補

助金を活用し、市役所、公民館等を含む概

ね29か所の公共

施設に、ベッド、

おむつがえのシ

ートなどを備え

た赤ちゃんの駅

を設置し、赤ち

ゃんの駅を表示

するシールを貼

付します。

Ｑ．母子保健業務経費に関して、妊婦健康

診査拡充の効果について

Ａ．妊婦一般健康診査は、県内全ての出産

を取り扱っている医療機関、また、一部の

医療機関においては県外でも受診券を使っ

て受診できる体制をとっています。妊婦に

より必要な検査項目が異なるため全部が

14回受診するという

ことではありませんが、

実人員として 483 人

の受診券利用があり

ました。公費負担回

数を５回から14回に

拡大したたことにより、

妊婦の健康管理はよ

り細かくできること

になったと考えます。

Ｑ．駅西口の改修工事について、国も地方も

逼迫した財政の中でそれほどのお金をかける

必要があるのか

Ａ．今回施行を予定しているシェルター工事

の事業費は２億4,700万円です。平成18年度

予定額より高くなっていますが、屋根を駅西

口広場の形にあつらえて整備することによる

ものです。北本市の顔としての特徴が出せる

形で整備していきます。

Ｑ．中学校給食の自校方式を、西中学校から

導入する理由について

Ａ．導入順序を検討する中で、給食センター

から一番遠い西中学校を提案しました。

給食センターでは10時に調理を開始し、11時

に出来上がるため、西中学校の生徒が食べ始

めるまでに１時間30分あるため、90度のもの

が10度ほど下がります。そのため、時間がた

ってもおいしく食べられるよう調理方法を工

夫しています。

　一方、自校方式の小学校では11時に調理を

開始し、11時45分に出来上がるため、40分で

食べ始めることが出来ます。これらを比較し

ますと、アルマイト

食器の問題とともに、

早急に対応したいと

いうことで、今回は

中学校４校分の基本

計画と、西中学校の

給食室新築工事の設

計を提案しました。

特別委員会の報告特別委員会の報告

○庁舎建設特別委員会

「北本市新庁舎建設基本設計に関し市民と

協働する協議会の設置等を求める決議」を、

委員会提出議案として上程することになりま

した。その結果、本会議で可決されました。

○議会改革特別委員会

審議されていた議会基本条例が撤回され、

委員会の中で新たに議会基本条例が提出され

ましたので、今後、慎重に審査を進めていく

ことになりました。

各常任委員会委員長報告(抜粋)(７)
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平成21年度北本市一般会計歳入歳出決算の認定について

平成21年度北本市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

平成21年度北本市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について

平成21年度北本市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成21年度北本市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

平成21年度北本市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

北本市税条例の一部改正について

北本市減税基金の設置、管理及び処分に関する条例の制定について

北本市住民基本台帳カードの利用に関する条例の制定について

北本市ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部改正について

北本市障害児学童保育室設置及び管理条例の一部改正について

北本市教育委員会の委員の定数を定める条例の制定について

平成22年度北本市一般会計補正予算（第３号）

平成22年度北本市一般会計補正予算（第４号）

平成22年度北本市老人保健特別会計補正予算（第１号）

平成22年度北本市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成22年度北本市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成22年度北本市介護保険特別会計補正予算（第１号）

「非核三原則」の法制化を求める意見書

水辺プラザ整備事業の早期完成等を求める意見書

「非核三原則」の法制化について国への意見書提出を求める請願
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洋)

○は議案に対して賛成の会派

×は議案に対して反対の会派

△は議案に対して賛成と反対のあった会派

請
願

市

長

提

出

議

案

議
員
・
委
員
会
提
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案

　　　　　　　　　　議　　　　案　　　　名� � 議決結果� � 平成会�公明党�共産党
緑風政策
フォーラム

みんな
の会

緑風政策フォーラム【７人】、平成会【５人】、
公明党【３人】、共産党【２人】、みんなの会【２人】

各会派の
議員数

平成21年度北本都市計画事業久保特定土地区画整理事業特別会計歳入
歳出決算の認定について

北本市都市計画法に基づく開発許可等の基準に関する条例の一部改正に
ついて

平成22年度北本都市計画事業久保特定土地区画整理事業特別会計補正
予算（第１号）

北本市新庁舎建設基本設計に関し市民と協働する協議会の設置等を求め
る決議

＊上記以外に９件の議案審議がありましたが、いずれも起立及び挙手全員により

　原案のとおり認定・可決・同意しています。
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